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実務経験のある教員による授業科目の一覧表

区分 授業科目 単位 時間 担当教員 実務経験の概要 実務経験と授業科目との関連

看護学概論 1 30 五十嵐良子 看護師　臨床経験

実務経験を活かし、看護学を構成している人間、環境、健康、看護の基本的概
念を理解し、専門職としての社会的責務をはたすための看護の本質を探究でき
る授業をする。

澤田良子 看護師　臨床経験

櫻井貴恵 看護師　臨床経験

木村京子 看護師　臨床経験

山真紀 看護師　臨床経験

越智富美子 看護師　臨床経験

尾形洋子 看護師　臨床経験

フィジカル
アセスメント

1 30 山真紀 看護師　臨床経験

実務経験を活かし、身体的健康上の問題を明らかにするために形態機能学や解
剖生理学の基礎的知識を活用し、問診・視診・触診・聴診・打診の技術を用い
て対象者の情報を正しくとらえ、全身の状態を系統的に査定する方法を演習を
通して学ぶことができる授業をする。

清潔援助技術 1 30 山真紀 看護師　臨床経験

実務経験を活かし、「身体を清潔にする」意義の多様性と個別性を理解し、対
象者に合わせた清潔援助技術を多くの演習を通して習得できる授業をする。

越智富美子 看護師　臨床経験

金子宏美 看護師　臨床経験

越智富美子 看護師　臨床経験

廣瀬朝江 看護師　臨床経験

生体機能管理技術 1 30 五十嵐良子 看護師　臨床経験

実務経験を活かし、検査・治療・処置の方法を理解し、検査・治療・処置を受
ける患者の心身に与える苦痛に配慮しながら、安全・安楽に看護技術が提供で
きるための方法を学ぶことができる授業をする。

看護過程 1 30 澤田良子 看護師　臨床経験

実務経験を活かし、患者に看護を提供する方法を具体的に理解できるように、
事例を用いて看護過程を展開する。臨床経験を教材化してアセスメント、看護
診断、看護計画、実施、評価の各段階を、グループで討議し考える授業をす
る。

技術の統合演習 1 30 山真紀 看護師　臨床経験

実務経験を活かし、学生が臨地実習における科学的根拠に基づいた看護実践が
できることを目指し、臨地実習を想定した状況設定のもとでグループ内での
ディスカッションの機会を多く持ち、個別性を考慮した援助方法を創造する能
力を習得するための授業をする。
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食事・排泄・環境

援助技術

実務経験を活かし、臨床現場で対象者を守り自らを守るための感染予防の意義
および薬物療法を受ける患者の看護の基本と安全安楽かつ確実な与薬の技術
を、演習を通して習得できる授業をする。

実務経験を活かし、看護学を構成している人間、環境、健康、看護の基本的概
念を理解し、専門職としての社会的責務をはたすための看護の本質を探究でき
る授業をする。

実務経験を活かし、看護学を構成している人間、環境、健康、看護の基本的概
念を理解し、専門職としての社会的責務をはたすための看護の本質を探究でき
る授業をする。

実務経験を活かし、「環境を整える」「食べる」「排泄する」意義の多様性と
個別性を理解し、対象者に合わせた清潔援助技術を多くの演習を通して習得で
きる授業をする。
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